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平成 18 年９月 27 日 

各 位 

 

会 社 名  髙 松 建 設 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 石 田   優 

（コード番号 1762 東証・大証第一部） 

問合せ先  取締役本社統括 北 村   明 

（TEL. 06-6303-8101） 

 

 
当社子会社（青木あすなろ建設株式会社）の業績予想の修正 

および当社中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社子会社の青木あすなろ建設株式会社が、添付資料のとおり業績予想の修正を行いましたので、

お知らせいたします。 

 これに伴う当社中間連結業績予想数値への影響は、下記のとおりとなりますので、併せてお知ら

せいたします。 
 なお、個別業績予想および通期の業績予想については現在見直し中であります。 
 

 

記 

 
 
平成 19 年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高  経 常 利 益  中間純利益 
前 回 発 表 予 想（A） 
（平成 18 年６月９日発表） 70,500 600 100 

今 回 修 正 予 想（B） 71,500 800 700 

増   減   額（B－A） 1,000 200 600 

増     減     率 1.4% 33.3％ 600.0％ 

 

※ 上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 

 
（添付資料） 

  青木あすなろ建設株式会社の「業績予想の修正に関するお知らせ」 
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平成 18 年９月 27 日 

各 位 

会 社 名  青木あすなろ建設株式会社 

代 表 者 名  代表取締役社長 市 木 良 次 

（コード番号 1865  東証第一部） 

問 合 せ 先  取締役管理本部長 小 池 正 晴 

（ＴＥＬ 03－5419－1012） 

 

当社の親会社  髙 松 建 設 株 式 会 社 

代 表 者 名  代表取締役社長 石 田  優 

（コード番号 1762  東証・大証第一部） 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年３月期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

 

記 
 

 

１． 平成 19 年３月期中間業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日） 

 

（１） 連結業績 （前回公表：平成 18 年６月９日） 

（単位：百万円） 

  売上高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 55,000 700 600 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 56,000 900 1,400 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 1,000 200 800 

増 減 率  1.8％ 28.6％ 133.3％ 

 

 

（２） 個別業績 （前回公表：平成 18 年５月 10 日） 

（単位：百万円） 

  売上高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 40,000 1,000 900 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 40,000 1,400 1,000 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） － 400 100 

増 減 率  － 40.0％ 11.1％ 

 

 

（添付資料）
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２． 平成 19 年３月期業績予想数値（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

 

連結業績、個別業績ともに現在見直し中でありますが、開示要件に該当することとなった

場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

３． 修正の主な理由 

 

（１） 連結業績 

 

当中間期は、手持工事が順調に進捗したこと及び一部の工事利益が改善されたこと等によ

り、売上高及び経常利益が当初計画を上回る見込みとなりました。 

さらに当初計画では想定していなかった貸倒引当金戻入額等が計上されることとなり、中

間純利益につきましても当初計画を上回る見込みとなりました。 

 

 

（２） 個別業績 

 

当中間期は、一部の工事利益が改善されたこと及び経費削減に努めたこと等により、経常

利益が当初計画を上回る見込みとなりました。 

また、当初計画では想定していなかった貸倒引当金戻入額等が計上されることとなり、一

方で業績不振の連結子会社の株式評価損等を計上することとしましたが、中間純利益につき

ましても当初計画を上回る見込みとなりました。 

  

 

以上 

 


